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会
　
　
計

仮
想
通
貨
の
売
却
損
益
認
識
は

約
定
日
基
準
に
？
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

の
れ
ん
お
よ
び
減
損
に
関
す
る

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
検
討
状
況
を
把
握

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専
門
委

去
る
７
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
３
６
５
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

仮
想
通
貨
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い

第
１
０
６
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
で
の
議
論（
２
０
１
７
年
８
月
10

日
号（
№
１
４
８
７
）情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
参
照
）を
踏
ま
え
、
審
議
が
行

わ
れ
た
。

⑴　
売
却
損
益
の
認
識
時
点

実
務
対
応
専
門
委
で
は
、
今
回
の

基
準
開
発
に
お
い
て
は「
売
却
損
益

の
認
識
時
点
」を
取
り
扱
わ
な
い
と

い
う
事
務
局
案
に
、
賛
成
す
る
意
見

は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
事

務
局
で
さ
ら
に
検
討
が
行
わ
れ
た
。

わ
が
国
の
会
計
基
準
で
は
、
売
却

に
よ
る
資
産
の
認
識
の
中
止
を
行
う

判
断
基
準
と
し
て
、
契
約
締
結
時
に

認
識
の
中
止
を
行
う
約
定
日
基
準

と
、
引
渡
時
に
認
識
の
中
止
を
行
う

受
渡
日
基
準
の
２
つ
が
あ
る
。

事
務
局
に
よ
る
検
討
の
結
果
、
約

定
日
基
準
を
採
用
し
、
売
却
損
益
の

認
識
時
点
を「
仮
想
通
貨
の
売
買
契

約
の
成
立
時
点
」と
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
約
定
日
基
準
と
す

る
こ
と
へ
の
反
対
は
聞
か
れ
な
か
っ

た
。

⑵　
顧
客
か
ら
の
預
か
り
資
産（
仮

想
通
貨
）の
会
計
処
理

①　
顧
客
か
ら
の
預
か
り
仮
想
通
貨

に
係
る
資
産
お
よ
び
負
債
の
認
識

実
務
対
応
専
門
委
同
様
、「
預
か
っ

た
仮
想
通
貨
を
預
か
っ
た
現
金
に
準

じ
て
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
貸
借

対
照
表
に
資
産
計
上
す
る
」こ
と
が
、

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
賛
否
双
方
の
意
見

が
聞
か
れ
た
。

②　
顧
客
か
ら
預
か
っ
た
仮
想
通
貨

に
係
る
資
産
お
よ
び
負
債
の
期
末

評
価

事
務
局
か
ら
は
、「
自
己
の
固
有
財

産
で
あ
る
仮
想
通
貨
と
同
様
の
方
法

で
期
末
評
価
を
行
う
」こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
時
価
評
価
の
場
合

に
は
よ
い
が
、
取
得
原
価
評
価
の
場

合
の
検
討
が
不
十
分
」と
の
指
摘
が

聞
か
れ
た
。

⑶　
仮
想
通
貨
の
期
末
評
価

実
務
対
応
専
門
委
で
は
、「
活
発
な

市
場
が
存
在
す
る
仮
想
通
貨
に
つ
い

て
は
時
価
評
価
を
行
い
、
存
在
す
る

と
は
い
え
な
い
仮
想
通
貨
に
つ
い
て

は
取
得
原
価
評
価
を
行
う
」こ
と
が

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
場

合
に
は
、
次
の
論
点
に
つ
い
て
明
確

化
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
事
務
局
案
が
示

さ
れ
た
。

①　
活
発
な
市
場
の
判
断
基
準

複
数
の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
取

り
扱
う
こ
と
に
よ
り
客
観
的
に
信
頼

性
の
あ
る
価
額
と
し
て
時
価
が
把
握

で
き
る
と
と
も
に
、当
該
時
価
に
よ
る

売
却
・
換
金
等
の
実
現
可
能
性
が
あ

る
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
を
行
う
。

②　
活
発
な
市
場
が
存
在
す
る
仮
想

通
貨
の
時
価
の
算
定
方
法

最
も
取
引
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
仮
想
通
貨
取
引
所
に
お
け
る
取
引

価
格（
仮
想
通
貨
販
売
所
に
お
い
て
成

立
す
る
価
格
）と
す
る
。

③　
活
発
な
市
場
が
存
在
す
る
と
は

い
え
な
い
仮
想
通
貨
の
減
損
処
理

取
得
原
価
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表

価
額
と
し
、処
分
見
込
価
額
が
取
得
原

価
よ
り
下
落
し
て
い
る
場
合
に
は
、当

該
処
分
見
込
価
額
を
貸
借
対
照
表
価

額
と
し
、差
額
を
当
期
の
費
用
と
し
て

処
理
す
る（
切
放
し
法
を
採
用
す
る
）。

な
お
、活
発
な
市
場
が
存
在
す
る
こ
と

と
な
っ
た
場
合
は
、時
価
に
基
づ
く
価

額
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表
価
額
と
し
、

評
価
差
額
は
当
期
の
損
益
と
し
て
処

理
す
る
。

委
員
か
ら
は
、「
自
社
以
外
の
世
界

中
の
交
換
業
者
の
状
況
を
み
に
い
く

こ
と
に
な
り
、実
行
困
難
な
の
で
は
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

＊　

今
後
、
事
務
局
案
を
も
と
に
、
実

行
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
仮
想
通
貨

交
換
業
者
等
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。た
だ
し
、

損
益
計
算
書
の
表
示（
純
額
か
総
額

か
）や
開
示
の
論
点
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
案
の
提
示
ま
で
検
討
が
進
ん

で
い
な
い
た
め
、
今
回
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
対
象
と
は
し
な
い
予
定
。

金
融
商
品
専
門
委
員
会
に
お
け
る

検
討
項
目

⑴　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金
融
商
品
」に

関
す
る
検
討

現
在
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
で
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９

号（
２
０
１
４
年
）の
エ
ン
ド
ー
ス
メ

ン
ト
手
続
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
実

務
上
の
困
難
さ
等
に
つ
い
て
、
金
融

商
品
専
門
委
で
も
検
討
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
基

準
の
改
正
に
向
け
た
検
討
に
着
手
す

る
か
否
か
の
検
討
を
行
う
予
定
。

⑵　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号「
公
正
価
値
測

定
」に
関
す
る
検
討

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
適
用
後
レ
ビ
ュ
ー

の
一
環
と
し
て
意
見
募
集
を
行
っ
て

お
り
、
金
融
商
品
部
分
の
コ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
金
融
商
品
専
門
委
に
お

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
日
本
基
準
開
発
に
向

け
た
検
討
に
着
手
す
る
か
否
か
の
検

討
を
行
う
予
定
。

去
る
７
月
31
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
57
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
７
月
６
日
、
７
日
に
開

催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
の
概
要
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
７
月

18
日
、
19
日
に
行
わ
れ
た
の
れ
ん
お

よ
び
減
損
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ボ
ー

ド
会
議
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
主

な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
計
画

の
れ
ん
お
よ
び
減
損
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
な

日
程
感
で
ボ
ー
ド
会
議
に
お
い
て
検

討
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

（
２
０
１
７
年
10
月
）

・
減
損
テ
ス
ト
を
改
善
し
、
関
係
者

の
懸
念
の
解
消
に
対
処
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
選
択
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
簡
素
化
、有
効
性
の
改
善
お

よ
び
開
示
の
改
善
に
つ
い
て
全
体

的
な
検
討

（
２
０
１
７
年
12
月
）

・
の
れ
ん
の
償
却
を
再
導
入
す
べ
き

か
否
か

・
今
後
の
ス
テ
ッ
プ
：
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
公
表
す
る
か

否
か
等

（
２
０
１
８
年
２
月
）
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会計人に
とって必要なこと会計人に
とって必要なこと

10分
ミーティング

新
人
が
資
料
を
依
頼
し
て
も
な
か
な

か
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
主
任
が

再
度
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

「
朝
の
10
分
」は
１
日
の
会
話
を
し

や
す
く
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
貢

献
す
る
。
私
の
経
験
上
、
大
き
な
失

敗
は
ま
っ
た
く
の
想
定
外
か
ら
発
生

す
る
の
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
そ

の
端
緒
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
、“
あ

の
時
ひ
と
言
伝
え
て
お
け
ば
”と
悔

や
む
こ
と
が
多
い
。
監
査
の
論
点
は

複
数
の
科
目
に
波
及
す
る
の
で
、
お

互
い
に
他
の
メ
ン
バ
ー
の
状
況
に
関

心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
。

副
次
効
果
も
あ
る
。
現
場
に
上
位

者
が
い
な
い
日
は
、
経
験
の
浅
い
人

が
進
行
役
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

れ
は
本
人
の
自
覚
を
促
し
、
全
体
を

見
渡
す
訓
練
に
つ
な
が
る
。

報
告
は
１
人
１
分
で
な
い
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
10
分
で
は
終
わ
ら
な

い
。
進
捗
状
況
や
検
討
事
項
を
簡
潔

明
瞭
に
表
現
す
る
に
は
、
毎
日
、
自

分
の
頭
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
表
情
を
み
れ
ば
、
精
神
面

を
含
め
、
健
康
状
態
も
あ
る
程
度
把

握
で
き
る
も
の
だ
。

６
人
の
監
査
チ
ー
ム
で「
朝
の
10

分
」を
実
施
す
れ
ば
全
体
で
は
約
１

時
間
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
そ
れ
を

大
き
く
上
回
る
効
率
化
が
達
成
で
き

る
。
現
場
に
負
担
を
か
け
ず
に
地
道

な
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
監
査
品

質
の
向
上
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

（
会
計
・
監
査
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

る
総
労
働
時
間
の
枠
が
あ
る
以
上
、

監
査
品
質
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
業

務
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
重
要
論
点

の
検
討
に
投
入
で
き
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
メ
ン
バ
ー
間
で
監
査
の
進
捗

状
況
を
常
に
把
握
し（
手
間
を
か
け

な
い
進
捗
状
況
の「
見
え
る
化
」）、

パ
ー
ト
ナ
ー
や
主
査
が
適
時
に
指

示
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

業
務
の
効
率
化
を
図
る
に
は
、

監
査
終
了
後
に
作
業
日
報
を
分
析

し
て
も
、
有
効
な
改
善
策
は
打
て

な
い
。
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
そ

の
都
度
、
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
朝
の
10
分
」に
よ
り
、
担
当
者
が

必
要
以
上
に
細
か
く
論
点
を
検
討

し
て
い
た
り
、
優
先
順
位
の
高
い

論
点
の
検
討
を
後
回
し
に
し
て
い

る
な
ど
、
時
間
配
分
に
問
題
の
あ

る
こ
と
が
案
外
多
い
こ
と
に
気
が

つ
く
。“
考
え
抜
く
”こ
と
は
大
切
で

あ
る
が
、
監
査
時
間
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
方
向
転
換
を
さ
せ
た
り
、

主
査
や
前
期
担
当
者
か
ら
の
ち
ょっ

と
し
た
助
言
が
手
戻
り
を
な
く
す
。

ひ
と
昔
前
、
監
査
調
書
は
手
書
き

で
あ
り
、
そ
の
頃
は
、
各
監
査
メ
ン

バ
ー
の
進
捗
状
況
は
手
の
動
き
や
会

話
な
ど
で
お
互
い
に
感
覚
的
に
わ

か
っ
た
も
の
だ
。
調
書
が
電
子
化
さ

れ
た
現
在
、
と
て
も
便
利
に
な
っ
た

一
方
、
少
し
極
端
に
い
う
と
、
朝
か

ら
無
言
で
Ｐ
Ｃ
と
に
ら
め
っ
こ
と
な

り
、
業
務
の
進
捗
状
況
を
感
覚
と
し

て
把
握
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
私
は
、
監
査
法
人
在
職

中
、「
10
分
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
実
施

し
て
き
た
。
い
わ
ば
朝
礼
だ（
以
下
、

「
朝
の
10
分
」と
い
う
）。
多
く
の
会

社
で
は
朝
礼
は
当
た
り
前
で
あ
る

が
、
監
査
法
人
で
は
、
監
査
計
画
や

留
意
点
な
ど
を
共
有
す
る
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
除
き
、
監
査

チ
ー
ム
単
位
で
の
日
常
的
な
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
意
外
に
少
な
い
。

「
朝
の
10
分
」の
内
容
は
シ
ン
プ
ル

だ
。
毎
朝
、
主
査（
ま
た
は
現
場
の

最
上
位
の
者
）が
進
行
役
と
な
り
、
メ

ン
バ
ー
全
員
が
Ｐ
Ｃ
の
画
面
を
閉
じ
て

お
互
い
の
顔
を
み
な
が
ら
、
主
査
か

ら
の
情
報
伝
達
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
進

捗
状
況
の
報
告
な
ど
監
査
チ
ー
ム
内

の
情
報
共
有
を
図
り
、
必
要
に
応
じ

て
主
査
が
指
示
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

始
め
た
当
初
は「
朝
の
10
分
」が
30
分

近
く
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
す

ぐ
に
10
分
あ
れ
ば
十
分
と
な
っ
た
。

「
朝
の
10
分
」の
ね
ら
い
は
業
務
の

効
率
化
と
監
査
品
質
の
向
上
だ
。
人

数
の
制
約
や
残
業
時
間
の
規
制
に
よ

・
企
業
結
合
に
お
い
て
無
形
資
産
を

の
れ
ん
か
ら
区
分
し
て
識
別
す
る

こ
と
を
簡
素
化
し
得
る
ア
プ
ロ
ー

チ
年
次
減
損
テ
ス
ト
の
廃
止

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
は
、
の
れ
ん

の
減
損
テ
ス
ト
の
堅
牢
さ
を
失
わ
ず

に
簡
素
化
す
る
目
的
に
お
い
て
、
年

次
の
減
損
テ
ス
ト
を
廃
止
し
、
兆
候

が
あ
る
と
き
の
み
減
損
テ
ス
ト
を
要

求
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
場
合
の
代
替
案
と
し

て
、
年
次
テ
ス
ト
を
完
全
免
除
ま
た

は
部
分
免
除
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検

討
し
て
い
る
。

の
れ
ん
と
減
損
に
関
す
る
開
示
の

改
善Ｉ

Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
が
検
討
し
て

い
る
の
は
次
の
２
点
。

⑴　
投
資
家
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受

け
、
次
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
の

開
示
を
求
め
る
こ
と
。

①  

識
別
可
能
純
資
産
を
超
え
て
支

払
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
の
妥
当
性
な
ら

び
に
買
収
価
格
の
根
拠
と
な
る
主
要

な
業
績
目
標
お
よ
び
当
該
主
要
な

業
績
目
標
と
実
績
と
の
比
較

②  

の
れ
ん
の
帳
簿
価
額
の
内
訳
お
よ

び
経
営
者
が
各
企
業
結
合
に
つ
い
て

帳
簿
価
額
が
回
収
可
能
で
あ
る
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明

⑵　
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
の
開
示
要
求
事
項

に
つ
い
て
、修
正
あ
る
い
は
削
除
す

べ
き
も
の
が
な
い
か
見
直
し
を
行

う
こ
と
。

金
　
　
融

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
追
加
利
上
げ
に
影
響

す
る
長
期
金
利
の
動
向

米
連
邦
準
備
理
事
会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）は

７
月
26
日
、
米
連
邦
公
開
市
場
委
員

会（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）に
お
い
て
現
状
の
金

融
政
策
を
維
持
、
追
加
利
上
げ
は
な

か
っ
た
。
資
産
縮
小
に
つ
い
て
も
前

回
６
月
に
言
及
し
た
と
お
り
と
し
た

だ
け
で
、
新
た
な
方
針
は
な
か
っ

た
。
６
月
に
示
し
た
保
有
資
産
縮
小

計
画
で
は
、
４
兆
５
、０
０
０
億
ド

ル
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
保
有
資

産
を
、
当
初
月
額
米
国
債
を
60
億
ド

ル
、
住
宅
ロ
ー
ン
担
保
証
券（
Ｍ
Ｂ

Ｓ
）を
40
億
ド
ル
の
合
計
１
０
０
億

ド
ル
を
上
限
に
縮
小
す
る
予
定
だ
。

そ
の
後
３
カ
月
ご
と
に
、
米
国
債
を

60
億
ド
ル
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
を
40
億
ド
ル
ず

つ
、
縮
小
幅
を
引
き
上
げ
る
予
定

で
、
米
国
債
３
０
０
億
ド
ル
、
Ｍ
Ｂ

Ｓ
２
０
０
億
ド
ル
に
達
す
る
ま
で
引

き
上
げ
る
。
た
だ
し
、
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
今
回
も
明
言
は
な
く
、「
比

較
的
早
い
時
期
に
」と
言
及
す
る
に

留
め
て
い
る
。

一
方
で
、
政
策
金
利
に
つ
い
て
は
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2017年
8月2日

相談役・顧問等の開示に関する
「コーポレート・ガバナンスに
関する報告書」記載要領の改訂
について

東京証券
取引所

「Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他
のコーポレート・ガバナンス体制の状況」における共通記載事
項として、「⑻代表取締役社長等を退任した者の状況」が設けら
れた。具体的には、代表取締役社長等が会社法上の役員の地位を
退いた後、相談役・顧問など何らかの役職に就任している場合
には、氏名、役職・地位、業務内容、勤務形態・条件等を記載する
ことが求められる。改訂後の様式および記載要領を用いた記載
は、2018年1月1日以後、提出するコーポレート・ガバナンス
に関する報告書から可能。
http://www.jpx.co.jp/news/1020/20170802-01.html

―

今
回
据
え
置
い
た
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
１
・

０
０
～
１・２
５
％
に
対
し
て
、
６
月

14
日
に
公
表
さ
れ
た
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
の
予
想
ド
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
で
は
、

２
０
１
７
年
が
１・２
５
～
１・５
０
％

が
最
も
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
年
内

も
う
１
回
追
加
利
上
げ
が
あ
る
と

み
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

問
題
は
、
米
10
年
物
国
債
利
回
り

が
３
月
の
２・６
２
％
を
ピ
ー
ク
に
こ

こ
数
カ
月
間
は
２・３
％
近
傍
で
推
移

し
、
明
確
な
ト
レ
ン
ド
が
み
え
な
い

こ
と
だ
。
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
金
利

予
想
と
６
月
に
実
施
し
た
利
上
げ
に

対
し
て
、
長
期
金
利
が
こ
の
動
き
を

続
け
れ
ば
、
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の
フ

ラ
ッ
ト
化
が
進
む
だ
け
に
な
る
。

日
銀
が
導
入
し
た
イ
ー
ル
ド
カ
ー

ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は
Ｆ

Ｒ
Ｂ
も
直
面
し
て
い
る
わ
け
で
、
日

本
の
よ
う
な
10
年
物
金
利
に
誘
導
目

標
を
設
定
す
る
か
わ
り
に
、
米
国
債

や
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
長
い
年
限
か
ら
再
投
資

額
を
減
ら
し
て
資
産
縮
小
を
実
施
す

る
選
択
肢
は
あ
る
。
そ
の
場
合
、
実

質
的
に「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」を
行
う
と
す
れ
ば
、
短

期
金
利
で
あ
る
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
は
当
面

据
え
置
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
の
追
加
利
上
げ
を
占
う
意

味
で
も
、
先
行
す
る
資
産
縮
小
の
結

果
、
10
年
債
利
回
り
が
ど
の
程
度
上

昇
ト
レ
ン
ド
を
み
せ
る
の
か
が
焦
点

と
な
る
。

証
　
　
券

日
米
株
式
市
場
の
リ
ス
ク
評
価

の
違
い

夏
の
真
っ
盛
り
、
米
株
価
が
飛
ば

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は
史
上
最
高

値
を
更
新
し
続
け
、
２
万
２
千
ド
ル

台
に
突
入
し
た
。
大
統
領
の
経
済
政

策
は
迷
走
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策

は
株
価
に
は
逆
風
の
は
ず
だ
が
、
そ

う
し
た
リ
ス
ク
を
無
視
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
株
高
の
拠
り
所
は
企

業
収
益
の
好
調
だ
と
い
う
。

確
か
に
、
現
在
の
米
経
済
を
リ
ー

ド
す
る
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
の
業
績
は
絶

好
調
だ
。
収
益
好
調
、
株
価
上
昇
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
企
業
の
時
価
総
額
は

巨
額
に
な
り
、
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を

独
占
し
て
い
る
。
た
だ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
歴

史
的
に
み
て
相
当
高
水
準
に
な
っ
て
い

る
が
、
利
益
の
高
い
伸
び
率
を
み
て
、

さ
ほ
ど
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

一
方
、
日
本
株
価
は
こ
う
着
状
態

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
経
平
均

は
２
万
円
の
大
台
を
固
め
る
の
に
四

苦
八
苦
し
て
い
る
。
日
米
を
比
べ
る

と
、
今
年
１
月
以
来
、
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は

２
万
ド
ル
か
ら
２
万
２
千
ド
ル
ま
で

10
％
上
昇
、
一
方
、
日
経
平
均
は

１
万
９
千
円
か
ら
２
万
円
ま
で
５
・

２
％
上
昇
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
両

者
の
価
格
数
値
差
は
１
千
か
ら
２
千

へ
拡
大
し
た
。

日
米
と
も
に
株
式
市
場
を
取
り
巻

く
リ
ス
ク
は
少
な
く
な
く
、
こ
の
点

で
両
者
の
相
違
は
小
さ
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
米
市
場
は
能
天
気
と

い
い
た
く
な
る
ほ
ど
楽
観
的
だ
。
米

株
式
、
米
株
式
市
場
の
底
力
に
自
信

を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
企
業
の
足
も

と
の
業
績
は
ア
メ
リ
カ
同
様
、
好
調

と
い
っ
て
よ
い
し
、
日
本
株
式
の
Ｐ

Ｅ
Ｒ
は
米
株
式
よ
り
低
く
、
割
安
感

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
日
本
の
株
価
は
米
株
価

に
比
べ
る
と
弱
い
。
や
は
り
日
本
の

株
式
市
場
は
リ
ス
ク
に
敏
感
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
で
は
安

倍
内
閣
の
急
速
な
支
持
率
低
下
、
そ

れ
に
伴
う
政
治
の
不
安
定
化
、
経
済

政
策
の
不
透
明
化
な
ど
を
気
に
し
始

め
て
い
る
の
か
。

安
倍
内
閣
の
看
板
で
あ
る
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
限
界
が
み
え
、
日
銀
の
異

次
元
緩
和
政
策
も
効
果
が
感
じ
ら
れ

ず
、
日
銀
は
目
標
の
物
価
上
昇
率

２
％
の
達
成
時
期
に
つ
い
て
、
６
回

目
の
先
送
り
を
行
っ
た
。
政
治
が
不

安
定
に
な
れ
ば
、
国
民
の
不
満
を
沈

静
さ
せ
る
よ
う
な
新
政
策
を
打
ち
出

す
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

た
だ
、
政
治
的
リ
ス
ク
は
安
倍
首

相
の
内
閣
改
造
が
高
評
価
を
得
て
、

魅
力
的
政
策
を
打
ち
出
せ
れ
ば
、
一

転
し
て
株
価
押
上
げ
要
因
に
転
じ
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
れ
か
ら
の
推

移
を
見
守
ろ
う
。

経理用語の豆知識
監査人の交代

監査人予定者および監査人は、前任監査人に対して監
査業務の引継ぎを求めなければならない。監査業務の引継
ぎは、主に、監査人予定者および監査人による質問および
監査調書の査閲によって実施される。
監査人予定者は、監査契約の締結の可否を適切に判

断するため監査契約の締結前に以下の事項を質問しなけ
ればならない。①経営者の誠実性に関する見解、②監査
人の交代事由に関する見解、③会計処理、表示および監
査手続に関して会社との間に重要な意見の相違があるか、
④経営者による不正等が存在しているか、⑤重要な違法
行為等があると判断したものが存在しているか、⑥重要な
偶発債務が存在しているか、⑦財務報告に係る重要な内
部統制の不備があるか、⑧継続企業の前提に重要な疑義
を生じさせるような事象または状況が存在するか、⑨過年
度において、最終的には修正されたものの監査の過程で
発見された重要な虚偽表示があったか。


